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琴南中学校校内駅伝大会（国営讃岐まんのう公園）

● 介護保険料の改定について

● 結核・肺がん検診と特定健診の案内

● 平成24年度当初予算

● まんのう町人事

● 後期高齢者医療制度についてのお知らせ

55月号の主な内容月号の主な内容

〈平成24年4月1日現在〉

●人口 …… 19,855人（前年比－34人）

　　　　　　  男 …

　　　　　　  女 …

●世帯数 … 7,187世帯（前年比－2世帯）

9,560人

10,295人
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介
護
保
険
料
・
医
師
挨
拶

　
こ
の
た
び
、
ま
ん

の
う
町
立
造
田
・
美

合
診
療
所
に
赴
任
い

た
し
ま
し
た
竹
内
桂

子
で
す
。
平
成
20
年

に
自
治
医
科
大
学
を
卒
業
し
、
香
川
県
立
中

央
病
院
、
三
豊
総
合
病
院
に
続
い
て
の
勤
務

と
な
り
ま
し
た
。
診
療
所
勤
務
は
初
め
て
で

大
変
緊
張
し
て
お
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
専
門
は
消
化
器
を
中
心
と
し
た
一
般
内
科

で
す
。
趣
味
は
温
泉
め
ぐ
り
で
、
町
内
に
は

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
温
泉
施
設
が
あ
る

と
の
こ
と
で
大
変
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。

　
地
域
の
高
齢
化
が
す
す
む
中
、
診
療
所
の

役
割
と
は
何
だ
ろ
う
か
、
と
考
え
て
み
た

時
、
よ
り
地
域
の
方
々
が
気
軽
に
か
か
れ
て

不
安
を
解
消
で
き
る
こ
と
、
ま
た
治
療
よ
り

も
よ
り
疾
病
予
防
が
重
要
と
な
る
場
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　
前
任
の
先
生
と
名
前
が
偶
然
同
じ
で
少
し

ま
ぎ
ら
わ
し
い
の
で
す
が
、
早
く
名
前
を
覚

え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
そ
し
て
皆
様
の
生

活
に
寄
り
そ
っ
た
診
療
所
で
い
ら
れ
る
よ
う

一
日
一
日
診
療
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

介護保険料が改定される介護保険料が改定される

★前立腺がん検診・肝炎（Ｂ型・Ｃ型）検査が受診できます。

～県下一低い上げ幅2.0%（100円）に留まる～～県下一低い上げ幅2.0%（100円）に留まる～

■平成24～26年度の介護保険料

所得段階

第4段階

第5段階

第6段階

特例
第4段階

対象となる人 保険料の調整率

第1段階

第2段階

第3段階

基準額×0.5

基準額×0.5

基準額×0.75

基準額

基準額×1.25

基準額×1.5

基準額×0.875

保険料
（年額）

30,400円

30,400円

45,600円

53,200円

60,800円

76,000円

91,200円

　介護保険料は、３年に一度見直すこととされています。本町では、平成24年３月に介護保険事業計

画および高齢者福祉計画を定め、平成24年度から平成26年度までの介護サービスの必要量などを推計

し、介護保険料額を決定しました。

　介護保険の財源は、保険料と公費がそれぞれ半分ずつ負担しています。

　このうち40～64歳の人（第２号被保険者）が納める保険料が費用全体の29％、65歳以上の人（第１

号被保険者）の保険料が21％をそれぞれ負担し、社会全体で制度を支えるしくみになっています。

●生活保護受給者の方
●老齢福祉年金受給者で、世帯全員が市町村民税非課
税の方

世帯全員が市町村民税非課税の方で、前年の合計所得
額と前年の課税年金収入額の合計が80万以下の方

世帯全員が市町村民税非課税の方で、第2段階に該当し
ない方

世帯の誰かに市町村民税が課税されているが、本人は
市町村民税非課税の方で、前年の合計所得金額と前年
の課税年金収入額の合計が80万以下の方

世帯の誰かに市町村民税が課税されているが、本人は
市町村民税非課税の方で、上記第4段階に該当しない方

本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金額が200万
未満の方

本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金額が200万
以上の方

【問い合わせ先】　福祉保険課　蕁（73）0125

（月額基準額）（月額基準額）
～県下一低い上げ幅2.0%（100円）に留まる～

（月額基準額）

介護保険料が改定される
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結
核
、
肺
が
ん
検
診
・
特
定
健
診

介護保険料が改定される
〈年に1回は必ず健診を受けましょう〉

★前立腺がん検診・肝炎（Ｂ型・Ｃ型）検査が受診できます。★前立腺がん検診・肝炎（Ｂ型・Ｃ型）検査が受診できます。
両検診とも検診料は無料

～県下一低い上げ幅2.0%（100円）に留まる～

健診方法
集 団 健 診

健康診査受診券・質問票及び健康保険証を持参してください。

保険者の指定する医療機関で受診。
町の特定健康診査や人間ドックは受診できません。

保険の種別に関係なく、集団健診のみ受診できます。（自己負担金：無料）
申込の方には、若年健康診査受診票をお送りしていますので必ずご持参ください。

保険の種別

◎集団健診の日程は4、5ページ参照

◎65歳以上で「介護予防のための生活機能評価判定報告書」を送付されている方は受診の際にご持参ください。

※町内医療機関での健康診査：7～10月実施
　　　　（一部の医療機関では、翌年1月まで実施しています。）

実施可能な医療機関一覧

いわさき循環器科内科クリニック

永生病院

大山内科医院

小国医院

川口医院

林医院

ふかだクリニック

山本ヒフ泌尿器科医院

造田診療所

75歳以上

40歳～74歳

19歳～39歳

後期高齢者
保険

自己負担金：無料

自己負担金：無料

町内医療機関

自己負担金：無料

自己負担金：1,000円

自己負担：保険者の設定額 自己負担：保険者の設定額

人間ドック（申込者）

自己負担金：10,000円

被扶養者

被保険者

国　保

社
　
保

若年健康
診査

　健康診査は、医療保険の種別により受診方法が決まっています。下記を参考のうえ受診してください。同時に行

う結核・肺がん検診は、40歳以上の方であれば保険の種別に関係なく受診することが出来ます。結核・肺がん検診

の申し込みをされた方は、送付されている結核・肺がん検診問診票をご持参ください。

前立腺がん検診や肝炎検査は、保険の種別に関係なく受けることが出来ます。健康診査（集団健診・町内医

療機関・人間ドック）の会場で申し出てください。

前立腺がん検診（PSA検査）は、50歳以上の男性を対象に検査を実施します。

肝炎（Ｂ型・Ｃ型）検査は、40歳以上（男女共）の方で、今までに検査を受けたことがない方が検査の対象

です。又、肝炎検査無料クーポン券が郵送された方も対象となりますので、受診時にクーポン券を持参のうえ

受診してください。

【問い合わせ先】　健康増進課（かりん健康センター内）　蕁（73）0126 （月額基準額）

※

結核・肺がん検診と特定健康診査が始まります。

★前立腺がん検診・肝炎（Ｂ型・Ｃ型）検査が受診できます。
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集
団
健
診
実
施
日
程
表

平成24年度

集団健診［結核・肺がん検診・特定健康診査］実施日程表
満濃地区

全地区

※吉野地区（宮東・鐘場・中大宮・北原）自治会の方は、検診会場がかりん健康センターに変更しています。
※都合がつかない場合は、他の検診会場でも受診可能です。

（歯科検診希望者は都合の良い歯科検診会場で受診してください。）

地区 対象自治会 月　日

種子・広袖・山ノ神・大井手・大谷川

江畑・塩田・平野

片岡・林ノ下・樫林・天神・平山

大向・常包・金剛院

木ノ崎・中村・八幡・光元

池下・上真野・吉井・下所

西田井・杉ノ上・生稲

大橋・本村

福家・秀石・鰌池・川滝・林

浦山・無頭・王地・上の宮・大原・
北山・町代・蔵の前
田渕・寺の前・高橋住宅・佐岡・
宮東・鐘場・中大宮・北原

旭東・野津郷・桶樋・高屋原・五毛・
場正

松の上・久保川北・久保の宮東・
額原・涌井・五条涌井・川添
山下・城力・岸・薬師堂・寺下・
西村・道渕・椿谷

公文南部・大中・公文中所・中部・
田中・谷山内・公文本村上・公文旭東
辻・天神・中所・宮東・宮西・馬場・
下仲屋敷・大下
上田井・長田・上分・仲分・池田・
下分

小原・上仲屋敷・祓川・立石・天皇・
新道

５月８日（火）

５月８日（火）

５月９日（水）

５月９日（水）

５月10日（木）

５月10日（木）

５月11日（金）

５月11日（金）

５月14日（月）

５月14日（月）

５月15日（火）

５月15日（火）

５月16日（水）

５月16日（水）

５月17日（木）

５月18日（金）

５月18日（金）

５月21日（月）

受付時間

午前 9 :30～11:30

午後 1 :30～ 3 :00

午前 9 :30～11:30

午後 1 :00～ 3 :00

午前 9 :30～11:30

午後 1 :00～ 3 :00

午前 9 :30～11:30

午後 1 :00～ 3 :00

午前 9 :30～11:30

午後 1 :00～ 3 :00

午前 9 :30～11:30

午後 1 :30～ 3 :00

午前 9 :30～11:30

午後 1 :00～ 3 :00

午前 9 :30～11:30

午前 9 :30～11:30

午後 1 :00～ 3 :00

午前 9 :30～11:30

場　所

上種子集会所

平野集会所

長炭公民館

長炭公民館

かりん健康センター

かりん健康センター

吉野公民館

吉野公民館

勤労青少年ホーム

勤労青少年ホーム

勤労青少年ホーム

高篠ふれあいセンター

高篠ふれあいセンター

高篠ふれあいセンター

満濃農改センター

満濃農改センター

満濃農改センター

満濃農改センター

備　考

歯科検診あり

歯科検診あり

歯科検診あり

歯科検診あり

歯科検診あり

歯科検診あり

長
　
炭
　
・
　
吉
　
野

神
　
野

高
　
篠

四
　
条

どなたでも受診してください

５月21日（月）

６月10日（日）

６月10日（日）

午後 5 :00～ 7 :00

午前 9 :30～11:30

午後 1 :00～ 3 :00

満濃農改センター

かりん健康センター

かりん健康センター

歯科検診あり

町
内
全
域
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日
程
表

仲南地区 （歯科検診希望者は都合の良い歯科検診会場で受診してください。）

対象自治会 月　日

５月22日（火）

５月22日（火）

５月24日（木）

５月24日（木）

５月25日（金）

５月25日（金）

５月28日（月）

５月28日（月）

５月29日（火）

５月29日（火）

５月29日（火）

受付時間

午前 9 :30～11:30

午後 1 :00～ 3 :00

午前 9 :30～11:30

午後 1 :00～ 3 :00

午前 9 :30～11:30

午後 1 :00～ 3 :00

午前 9 :30～11:30

午後 1 :00～ 3 :00

午前 9 :30～11:30

午後 1 :30～ 3 :00

午後 5 :00～ 7 :00

場　所

帆山公民館

帆山公民館

小国会館

小国会館

旧仲南東小学校体育館

旧仲南東小学校体育館

買田集会所

買田集会所

佐文公民館

仲南農改センター

仲南農改センター

備　考

歯科検診あり

歯科検診あり

歯科検診あり

歯科検診あり

歯科検診あり

小池・帆山

福良見・照井

大口・追上

山脇・新目

塩入・春日

久保・本目・小池

追上・買田

宮田

佐文

どなたでも受診してください

後山・大口・生間
どなたでも受診してください

琴南地区

※都合がつかない場合は、他の検診会場でも受診可能です。

（歯科検診希望者は都合の良い歯科検診会場で受診してください。）

対象自治会 月　日

５月31日（木）

５月31日（木）

６月１日（金）

６月１日（金）

６月４日（月）

６月４日（月）

６月５日（火）

６月５日（火）

６月５日（火）

６月６日（水）

６月６日（水）

受付時間

午後 1 :30～ 3 :00

午前 9 :30～11:30

午後 1 :00～ 3 :00

午前 9 :30～11:30

午後 1 :00～ 3 :00

午前 9 :30～11:30

午後 1 :00～ 3 :00

午後 5 :00～ 7 :00

午前 9 :30～11:30

午後 1 :00～ 3 :00

場　所

琴南総合センター

琴南総合センター

琴南総合センター

琴南公民館

琴南公民館

琴南農改センター

琴南農改センター

琴南農改センター

琴南農改センター

琴南農改センター

川奥集会所
備　考

歯科検診あり

歯科検診あり

歯科検診あり

歯科検診あり

歯科検診あり川奥上・川奥中・中野・株切・沖野・横畑・
三角・猪の鼻

中熊上・林・仲野・堀田・雨島・
やすらぎの里
明神・中熊下・奈良の木・名頃下・
勝浦本村・下福家・真鈴・名頃上

八峯・家六・谷所・長谷・前の川

皆野・焼尾・淵野・川東下・川東上

更生・梶洲東・梶洲西・木の下・城山

どなたでも受診してください

備中地・岡の峯・荒神上・荒神下・天川・
梅の木

新生下・新生上・中通本村・野口下・野口上

錦町・仲空・上所・下所・旭風会・共栄会・
城山ハイツ・風の丘

三本松上・三本松下・盛上・盛下・中央・
旭町・栄町・さくら

※受付終了時間が早くなっておりますので、ご注意ください
午前 9 :30～11:00



62012 .5

　
一
般
会
計
の
総
額
は
、
90
億
４
、
８
０
０

万
円
（
対
前
年
度
８
、
４
０
０
万
円
増
、
対

前
年
度
比
０
・
９
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
増
額
の
要
因
と
し
て
、
主
に
満
濃
中

学
校
改
築
整
備
関
連
経
費
、
公
共
施
設
・
道

路
等
の
維
持
修
繕
、
更
に
過
去
に
借
入
し
た

町
債
の
償
還
元
金
の
増
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
一
方
減
額
の
要
因
と
し
て
は
主
に
職
員

数
の
減
に
伴
う
職
員
給
与
手
当
関
係
の
減
、

制
度
改
正
に
よ
る
子
ど
も
手
当
給
付
費
の
減

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
特
別
会
計
は
、
総
額
が
55
億
８
、
９
３
０

万
円
で
、
対
前
年
度
４
、
４
１
０
万
円
増
、

対
前
年
度
比
０
・
８
％
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
会
計
毎
に
増
減
を
見
る
と
、
介
護
保
険

特
別
会
計
や
診
療
所
特
別
会
計
、
簡
易
水

道
、
下
水
道
、
浄
化
槽
推
進
事
業
の
各
特
別

各
会
計
に
お
い
て
は
増
額
と
な
っ
て
い
る
一

方
で
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
事
業
勘

定
）
は
、
医
療
費
減
に
伴
う
療
養
給
付
費
負

担
金
や
高
額
療
養
費
負
担
金
が
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
ず
、
歳
入
の
根
幹
を
な
す
町
税
は
、
町

民
税
が
昨
今
の
景
気
低
迷
の
影
響
を
受
け
つ
つ

も
回
復
の
兆
し
が
あ
り
、
前
年
度
よ
り
増
額

と
な
り
ま
し
た
が
、
固
定
資
産
税
が
３
年
に

一
度
の
評
価
替
え
の
影
響
に
よ
り
減
額
と
な

り
、
全
体
で
は
、
前
年
度
に
比
べ
０
・
４
％

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
地
域

主
権
改
革
に
沿
っ
た
財
源
充
実
に
向
け
昨
年

創
設
さ
れ
た
「
地
域
活
性
化
・
雇
用
等
対
策

費
」
が
「
地
方
再
生
対
策
費
」
と
共
に
「
地

域
経
済
基
盤
強
化
・
雇
用
等
対
策
費
」
と
し

て
整
理
・
統
合
さ
れ
た
た
め
増
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
町
債
に
つ
い
て
は
、
昨
年
か
ら
地
方
へ
の

配
分
方
式
が
見
直
さ
れ
た
臨
時
財
政
対
策
債

に
つ
い
て
、
前
年
度
実
績
を
勘
案
し
て
計
上

し
た
こ
と
、
ま
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
に
よ
る
満
濃

中
学
校
関
連
事
業
に
お
い
て
用
地
購
入
が
完

了
し
た
こ
と
の
２
点
に
よ
り
前
年
度
に
比
べ

減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
そ
の
他
町
債
の
内
訳
に
お
い
て
特

筆
す
べ
き
点
と
し
て
、
合
併
特
例
債
に
お
い

て
は
そ
の
活
用
の
期
限
が
平
成
27
年
度
ま
で

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
有
効
活
用
を
図
る
観
点

で
昨
年
度
当
初
と
比
べ
、
全
体
の
計
上
額
が

減
っ
て
い
る
も
の
の
、
充
当
事
業
数
を
増
や

平
成
24
年
度
当
初
予
算

款　　名 予算額

一般会計歳入予算の内訳

町税

地方譲与税

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金

自動車取得税交付金

地方特例交付金

地方交付税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

県支出金

財産収入

寄附金

繰入金

繰越金

諸収入

町　債

合　計

1,806,878

112,885

8,526

4,013

1,170

158,464

58,183

35,872

22,585

3,901,000

4,500

125,283

102,243

493,847

649,565

185,421

1,001

298,501

200,000

186,463

691,600

9,048,000

構成比

20.0

1.3

0.1

0.0

0.0

1.8

0.6

0.4

0.2

43.1

0.0

1.4

1.1

5.5

7.2

2.1

0.0

3.3

2.2

2.1

7.6

100.0

前年度対比増減額

▲ 6,358

▲ 11,068

▲ 1,050

764

▲ 49

3,002

▲ 2,747

▲ 401

▲ 14,415

113,000

0

▲ 9,946

1,103

▲ 39,847

▲ 73,947

63,455

0

202,000

0

▲ 9,296

▲ 130,200

84,000

（単位：千円、％）

区　　分 予算額

一般会計歳出予算の目的別内訳

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

諸支出金

予備費

合　計

140,463

1,343,130

2,603,560

663,454

3,575

780,791

230,384

513,639

468,333

1,278,490

12,368

997,103

7,710

5,000

9,048,000

構成比

1.6

14.8

28.8

7.3

0.0

8.6

2.5

5.7

5.2

14.1

0.2

11.0

0.1

0.1

100.0

前年度対比増減額

▲ 28,920

68,750

▲ 35,520

▲ 84,034

▲ 51,615

18,495

39,511

▲ 39,818

4,165

165,662

12,363

14,461

500

0

84,000

（単位：千円、％）

平
成
24
年
度
の
当
初
予
算
の
概
要

歳
入
予
算
の
特
徴
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平
成
24
年
度
当
初
予
算

し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
収
支
不
足
分
に
つ
い
て
の
財
源
対

策
と
し
て
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
２
億
６
、

２
０
０
万
円
（
対
前
年
度
１
億
８
、
２
０
０

万
円
増
）
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
内
訳
を
見
ま
す
と
、
ま
ず
議
会
関
係

に
お
い
て
は
議
員
数
の
減
に
伴
う
報
酬
・
手

当
・
共
済
費
の
減
、
総
務
関
係
で
は
コ
ピ
ー

機
の
包
括
管
理
経
費
や
旧
琴
南
授
産
施
設
解

体
撤
去
費
の
増
、
民
生
関
係
で
は
障
害
者
自

立
支
援
給
付
費
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
の
増
が
あ
る
も
の
の
、
子
ど
も

手
当
給
付
費
が
制
度
改
正
に
伴
い
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。
衛
生
関
係
で
は
健
康
生
き
が
い

施
設
運
営
事
業
や
中
讃
広
域
負
担
金
（
し

尿
・
塵
芥
）
の
減
、
労
働
関
係
で
は
雇
用
対

策
事
業
等
の
失
業
対
策
事
業
終
了
に
よ
る

減
、
土
木
関
係
で
は
満
濃
中
学
校
改
築
に
係

る
周
辺
整
備
事
業
費
の
増
が
あ
る
も
の
の
、

道
路
整
備
や
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業
の
減
に
よ
り
３
、
９
８
１
万
８
千
円
減

（
対
前
年
度
比
７
・
２
％
減
）
、
教
育
関
係

に
お
い
て
は
満
濃
中
学
校
改
築
関
連
事
業
及

び
町
内
遺
跡
発
掘
調
査
事
業
の
追
加
に
よ
り

１
億
６
、
５
６
６
万
２
千
円
増
（
対
前
年
度

比
14
・
９
％
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
義
務
的
経
費
」
の
人
件
費
に
つ
い
て
は

退
職
者
数
の
増
加
等
に
よ
り
前
年
度
に
比
べ

５
・
５
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
次
に
扶
助

費
に
つ
い
て
は
、
子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン

接
種
業
務
に
係
る
経
費
や
子
ど
も
手
当
制
度

の
改
正
に
伴
う
給
付
費
が
減
っ
た
こ
と
に
よ

り
前
年
度
に
比
べ
４
・
４
％
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。
最
後
に
公
債
費
に
つ
い
て
は
、
合

併
関
連
事
業
の
元
金
の
償
還
が
始
ま
っ
た
こ

と
に
よ
り
前
年
度
に
比
べ
１
・
５
％
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。
公
債
費
に
つ
い
て
は
、
今

後
も
10
億
円
前
後
で
推
移
す
る
と
予
測
さ
れ

ま
す
。

　
「
投
資
的
経
費
」
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
に
よ

る
満
濃
中
学
校
改
築
関
連
周
辺
整
備
事
業
に

よ
る
増
が
あ
る
も
の
の
、
農
山
漁
村
活
性
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
交
付
金
事
業
の
事
業
量
の
大

幅
減
、
満
濃
池
周
辺
整
備
事
業
の
完
了
な
ど

が
大
き
く
影
響
し
、
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
「
そ
の
他
の
経
費
」
は
、
全
体
と
し
て
前

年
度
に
比
べ
５
・
９
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
主
な
要
因
と
し
て
物
件
費
や
維
持
補
修

費
、
補
助
費
が
増
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
特
に
物
件
費
に
お
い
て
は
満

中
改
築
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
経
費
が
計
上
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
大
幅
な
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

区　　分 予算額

一般会計歳出予算の性質別内訳

義
務
的
経
費

投
資
的
経
費

そ
の
他
の
経
費

人件費

扶助費

公債費

小　計

普通建設事業費

災害復旧事業費

失業対策事業費

小　計

物件費

維持補修費

補助費等

積立金

投資及び出資金

貸付金

繰出金

予備費

小　計

1,861,917

1,060,688

997,103

3,919,708

948,796

12,368

0

961,164

1,548,873

166,418

1,496,777

55,607

0

13,100

881,353

5,000

4,167,128

9,048,000

構成比

20.6

11.7

11.0

43.3

10.6

0.1

0.0

10.7

17.2

1.8

16.5

0.6

0.0

0.1

9.7

0.1

46.0

100.0

前年度対比増減額

▲ 109,233

▲ 48,986

14,461

▲ 143,758

▲ 14,911

12,363

0

▲ 2,548

139,302

22,247

50,456

32,607

0

▲ 1,800

▲ 12,506

0

230,306

84,000

（単位：千円、％）

予算額

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

診療所

簡易水道

下水道

農業集落排水

浄化槽整備推進事業

合　計

2,524,900

250,900

2,162,100

119,900

242,600

193,900

29,100

65,900

5,589,300

前年度対比増減額

▲ 46,000

▲ 400

48,200

33,600

1,400

5,000

0

2,300

44,100

合　計

特別会計 （単位：千円）

予算額

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

255,312

253,627

30,847

147,583

前年度対比増減額

2,307

1,508

▲ 46,525

▲ 31,331

水道事業会計 （単位：千円）

歳
出
予
算
の
特
徴

目
的
別
内
訳

性
質
別
内
訳
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■
異
動
、
昇
任
（
４
月
１
日
）

【
課
長
級
】

田
岡
一
道
（
社
会
教
育
課
課
長
か
ら
税
務
課

課
長
へ
）
・
和
泉
博
美
（
仲
南
支
所
課
長
補

佐
か
ら
同
支
所
長
へ
）
・
尾
闢
裕
昭
（
総
務

課
付
課
長
「
仲
多
度
南
部
消
防
組
合
派
遣
」

か
ら
社
会
教
育
課
課
長
へ
）
・
仁
木
正
樹

（
住
民
生
活
課
課
長
補
佐
か
ら
会
計
管
理
者

へ
）
・
森
末
史
博
（
建
設
土
地
改
良
課
課
長

補
佐
か
ら
住
民
生
活
課
課
長
へ
）

【
課
長
補
佐
級
】

近
石
美
佐
子
（
会
計
室
課
長
補
佐
か
ら
仲
南

支
所
課
長
補
佐
へ
）
・
稲
毛
昭
闊
（
中
寺
廃

寺
発
掘
調
査
室
課
長
補
佐
か
ら
税
務
課
課
長

補
佐
へ
）
・
香
川
昭
弘
（
産
業
経
済
課
課
長

補
佐
か
ら
仲
南
支
所
課
長
補
佐
へ
）
・
佐
野

弥
生
（
税
務
課
係
長
か
ら
美
合
出
張
所
課
長

補
佐
へ
）
・
細
谷
良
二
（
学
校
教
育
課
課
長

補
佐
か
ら
住
民
生
活
課
課
長
補
佐
へ
）
・
久

保
田
純
子
（
建
設
土
地
改
良
課
係
長
か
ら
福

祉
保
険
課
課
長
補
佐
へ
）
・
常
包
英
希
（
総

務
課
係
長
か
ら
議
会
事
務
局
課
長
補
佐

へ
）
・
黒
井
驪
（
税
務
課
課
長
補
佐
か
ら
学

校
教
育
課
課
長
補
佐
へ
）
・
天
米
一
志
（
学

校
教
育
課
係
長
か
ら
同
課
長
補
佐
へ
）
・
山

神
康
敬
（
住
民
生
活
課
係
長
か
ら
産
業
経
済

課
課
長
補
佐
へ
）
・
三
好
博
文
（
地
籍
調
査

課
係
長
か
ら
建
設
土
地
改
良
課
課
長
補
佐
へ
）

【
係
長
級
】

小
縣
茂
（
議
会
事
務
局
係
長
か
ら
税
務
課
係

長
へ
）
・
黒
木
正
人
（
税
務
課
係
長
か
ら
住

民
生
活
課
係
長
へ
）
・
河
野
正
法
（
琴
南
支

所
係
長
か
ら
中
寺
廃
寺
発
掘
調
査
室
係
長

へ
）
・
松
本
学
（
企
画
政
策
課
係
長
か
ら
福

祉
保
険
課
係
長
へ
）
・
宮
武
博
文
（
健
康
増

進
課
主
査
か
ら
琴
南
支
所
係
長
へ
）
・
篠
原

朋
紀
（
産
業
経
済
課
主
査
か
ら
同
係
長

へ
）
・
平
田
浩
二
（
社
会
教
育
課
係
長
か
ら

企
画
政
策
課
係
長
へ
）
・
末
久
誠
（
地
籍
調

査
課
主
査
か
ら
同
係
長
へ
）
・
谷
川
貴
彦

（
税
務
課
主
査
か
ら
同
係
長
へ
）
・
溝
淵
浩

一
（
福
祉
保
険
課
主
査
か
ら
同
係
長
へ
）
・

闍
橋
祐
樹
（
総
務
課
付
主
査
「
満
濃
町
土
地

改
良
区
派
遣
」
か
ら
同
係
長
へ
）

【
主
査
級
】

川
田
智
基
（
福
祉
保
険
課
主
査
か
ら
総
務
課

主
査
へ
）
・
庄
智
裕
（
健
康
増
進
課
主
査
か

ら
企
画
政
策
課
主
査
へ
）
・
薄
木
博
人
（
総

務
課
付
主
査
「
香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
派
遣
」
か
ら
建
設
土
地
改
良
課
主
査

へ
）
・
山
下
三
奈
（
琴
南
支
所
主
査
か
ら
地

籍
調
査
課
主
査
へ
）
・
常
包
一
博
（
建
設
土

地
改
良
課
主
査
か
ら
社
会
教
育
課
主
査

へ
）
・
横
関
智
之
（
社
会
教
育
課
主
査
か
ら

仲
南
支
所
主
査
へ
）

【
主
任
主
事
・
主
事
級
】

高
野
亜
早
美
（
福
祉
保
険
課
主
任
主
事
か
ら

琴
南
支
所
主
任
主
事
へ
）
・
栗
田
雅
人
（
水

道
課
主
任
主
事
か
ら
社
会
教
育
課
主
任
主
事

へ
）
・
浦
山
知
靖
（
社
会
教
育
課
主
任
主
事

か
ら
福
祉
保
険
課
主
任
主
事
へ
）
・
大
西
勝

之
（
総
務
課
付
主
任
主
事
「
香
川
県
中
讃
土

地
改
良
事
務
所
派
遣
」
か
ら
建
設
土
地
改
良

課
主
任
主
事
へ
）
・
長
田
妙
子
（
税
務
課
主

任
主
事
か
ら
琴
南
支
所
主
任
主
事
へ
）
・
浦

山
真
由
美
（
福
祉
保
険
課
主
事
か
ら
仲
南
支

所
主
事
へ
）
・
岩
倉
真
司
（
産
業
経
済
課
主

事
か
ら
健
康
増
進
課
主
事
へ
）

【
幼
稚
園
】

河
田
美
千
代
（
高
篠
幼
稚
園
教
諭
か
ら
同
園

長
へ
）
・
豊
田
早
苗
（
琴
南
保
育
所
長
か
ら

満
濃
南
幼
稚
園
長
へ
）
・
平
田
倫
子
（
長
炭

幼
稚
園
教
諭
か
ら
高
篠
幼
稚
園
教
諭
へ
）
・

蓮
井
仁
子
（
高
篠
幼
稚
園
教
諭
か
ら
長
炭
幼

稚
園
教
諭
へ
）
・
間
賀
菜
都
美
（
仲
南
東
幼

稚
園
教
諭
か
ら
満
濃
南
幼
稚
園
教
諭
へ
）

【
保
育
所
】

有
信
眞
智
子
（
満
濃
南
保
育
所
保
育
士
か
ら

同
保
育
所
長
へ
）
・
丸
井
久
美
子
（
長
炭
保

育
所
保
育
士
か
ら
琴
南
保
育
所
長
へ
）
・
石

井
博
子
（
琴
南
保
育
所
保
育
士
か
ら
満
濃
南

保
育
所
保
育
士
へ
）
・
河
野
美
由
紀
（
仲
南

東
保
育
所
保
育
士
か
ら
長
炭
保
育
所
保
育
士

へ
）
・
新
開
由
美
（
長
炭
保
育
所
保
育
士
か

ら
琴
南
保
育
所
保
育
士
へ
）
・
白
川
博
望

（
満
濃
南
保
育
所
保
育
士
か
ら
長
炭
保
育
所

保
育
士
へ
）
・
大
藪
泰
子
（
長
炭
保
育
所
保

育
士
か
ら
仲
南
東
保
育
所
保
育
士
へ
）

【
給
食
調
理
員
】

白
川
光
子
（
四
条
小
学
校
調
理
員
か
ら
満
濃

南
保
育
所
調
理
員
へ
）
・
赤
井
京
子
（
高
篠

小
学
校
調
理
員
か
ら
四
条
小
学
校
調
理
員

へ
）
・
竹
内
由
美
子
（
満
濃
南
保
育
所
調
理

員
か
ら
高
篠
小
学
校
調
理
員
へ
）

■
派
遣
（
4
月
1
日
）

赤
松
宣
周
（
総
務
課
主
任
主
事
か
ら
総
務
課

付
主
任
主
事
「
香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
派
遣
」
）

伊
勢
谷
宗
司
（
建
設
土
地
改
良
課
主
事
か
ら

総
務
課
付
主
事
「
香
川
県
中
讃
土
地
改
良
事

務
所
派
遣
」
）

■
新
規
採
用
（
4
月
1
日
）

松
浦
裕
貴
（
福
祉
保
険
課
主
事
）

稲
毛
絵
美
（
会
計
室
主
事
）

金
丸
真
穂
（
税
務
課
主
事
）

川
田
真
希
（
高
篠
幼
稚
園
教
諭
）

闍
橋
咲
（
仲
南
東
幼
稚
園
教
諭
）

竹
内
桂
子
（
内
科
診
療
所
医
師
）

佐
驂
仁
（
学
校
教
育
課
指
導
主
事
）

■
退
職
（
3
月
31
日
）

三
好
定
（
税
務
課
課
長
）

黒
川
永
二
郎
（
会
計
管
理
者
）

三
宅
茂
（
仲
南
支
所
長
）

楠
原
善
志
（
住
民
生
活
課
課
長
）

増
田
道
子
（
美
合
出
張
所
課
長
補
佐
）

闍
尾
和
代
（
福
祉
保
険
課
課
長
補
佐
）

人
事

人
事
異
動
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松
園
喜
代
子
（
仲
南
支
所
課
長
補
佐
）

香
川
照
文
（
仲
南
支
所
係
長
）

山
口
靖
永
（
琴
南
支
所
係
長
）

石
川
純
子
（
福
祉
保
険
課
係
長
）

佐
竹
和
子
（
地
籍
調
査
課
係
長
）

葛
原
惠
子
（
仲
南
支
所
主
査
）

林
信
幸
（
総
務
課
運
転
手
）

闍
橋
京
子
（
満
濃
南
保
育
所
長
）

河
崎
美
保
（
琴
南
保
育
所
保
育
士
）

森
近
比
登
惠
（
満
濃
南
幼
稚
園
長
）

京
兼
信
子
（
高
篠
幼
稚
園
長
）

内
海
香
（
満
濃
南
幼
稚
園
教
諭
）

井
坂
真
紀
子
（
長
炭
幼
稚
園
教
諭
）

上
原
智
惠
子
（
長
炭
保
育
所
調
理
員
）

■
派
遣
期
間
満
了
（
3
月
31
日
）

上
原
敬
子
（
琴
南
支
所
係
長
）

闍
丸
美
子
（
学
校
教
育
課
主
任
指
導
主
事
）

竹
内
洋
平
（
内
科
診
療
所
医
師
）

人
事
・
宝
く
じ
助
成
・
消
防
操
法
大
会
・
表
彰
・
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

　財団法人自治総合センターが行う平成23年度宝くじ助成事業

を活用し、塩田・平野自治会では獅子油単、大橋自治会では子

どもちょうさを購入しました。

　この事業は、自治会組織などが自主的に行うコミュニテイ活

動に必要な設備の整備に対して助成を行いコミュニテイの健全

な発展を図るとともに宝くじの普及・広報事業を行うことを目

的としています。

※平成24年度分の助成申請は終了し、平成25年度分については

今年度秋頃の予定です。詳細が判り次第、広報に掲載します。

【問い合わせ先】　企画政策課　蕁（73）0106

塩田・平野自治会 大橋自治会

　
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
農
用
地
区
域
か
ら
の

除
外
や
用
途
区
分
変
更
等
に
係
る
農
業
振
興

地
域
整
備
計
画
変
更
の
受
付
を
、
全
体
計
画

見
直
し
の
た
め
中
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

24
年
３
月
30
日
を
も
っ
て
、
こ
の
見
直
し
作

業
が
完
了
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
見
直
し
後
の
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
は
、
産
業
経
済
課
で
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
見
直
し
作
業
に
伴
い
停
止
し
て
い

ま
し
た
、
個
別
見
直
し
に
よ
る
農
用
地
利
用

計
画
の
変
更
申
出
の
受
付
を
次
の
と
お
り
再

開
し
ま
す
。

（
１
）
受
付
再
開
時
期

　
　
平
成
24
年
８
月
分
か
ら

（
２
）
年
間
の
受
付
回
数
及
び
受
付
時
期

　
年
３
回
、
４
月
、
８
月
、
12
月
を
受
付

月
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
各
月
の
15
日
（
当
該

日
が
土
日
祝
日
で
あ
る
場
合
は
、
翌
開
庁

日
）
を
締
切
日
と
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
県
と
の
事
前
協
議
の
実
施
時

期
の
特
例
に
該
当
す
る
申
出
に
つ
い
て

は
、
上
記
以
外
に
も
受
付
を
行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
産
業
経
済
課
　
蕁
（
７
３
）
０
１
０
５

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
変
更
の

受
付
再
開
に
つ
い
て

　
３
月
18
日
、
平

成
23
年
度
ま
ん
の

う
町
消
防
団
消
防

操
法
競
技
大
会
が

こ
と
な
み
土
器
ど

き
ひ
ろ
ば
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
小
雨
の
降
り
し

き
る
あ
い
に
く
の

天
候
の
中
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
町

消
防
団
全
12
分
団

が
参
加
し
、
ま
ん

の
う
町
消
防
団
第
４
分
団
（
琴
南
地
区
）
が

見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　
今
後
の
防
災
へ
の
さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

まんのう町消防団第2分団長

下岡　明博 氏

ま
ん
の
う
町
消
防
団

消
防
操
法
競
技
大
会

平
成
２３
年
度
消
防
功
労
者

消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章
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★
年
度
途
中
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

さ
れ
る
方
の
被
保
険
者
証
に
つ
い
て

　
年
度
途
中
に
加
入
さ
れ
る
方
の
資
格
取
得

日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
年
度
途
中
に
新
た
に
75
歳
に
な
ら
れ
た
方

の
被
保
険
者
証
は
、
誕
生
日
の
前
月
中
旬
頃

に
香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら

特
定
記
録
郵
便
で
送
付
さ
れ
ま
す
。
郵
送
さ

れ
た
被
保
険
者
証
は
誕
生
日
か
ら
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

　
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
の
う
ち
、
申
請

に
よ
り
一
定
の
障
害
が
あ
る
と
広
域
連
合
か

ら
認
定
を
受
け
た
方
の
被
保
険
者
証
は
即
日

交
付
い
た
し
ま
す
が
、
年
度
途
中
に
転
入
し

た
方
や
生
活
保
護
の
停
止
ま
た
は
廃
止
と
な

っ
た
方
は
、
後
日
送
付
と
な
り
ま
す
。

★
年
度
途
中
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

（
異
動
）
さ
れ
る
方
の
保
険
料
に
つ
い
て

　
年
度
途
中
に
加
入
（
異
動
）
さ
れ
た
方

は
、
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
り
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
（
普
通
徴
収
）
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
保
険
料
額
は
資
格
取
得
日
を
含

む
月
か
ら
月
割
り
で
算
定
し
ま
す
。

※
特
別
徴
収
の
条
件
を
満
た
す
方
に
つ
い
て

は
、
資
格
を
取
得
し
て
か
ら
一
定
の
期
間
が

経
過
し
た
後
に
普
通
徴
収
か
ら
特
別
徴
収
に

切
り
替
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
申
出
に

よ
り
口
座
振
替
で
納
付
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。

■
通
知
書

『
保
険
料
額
決
定
通
知
書
・
保
険
料
納
入

通
知
書
』
が
税
務
課
よ
り
送
付
さ
れ
ま
す
。

■
通
知
時
期

資
格
取
得
日
を
含
む
月
の
翌
々
月
の
上
旬

（
た
だ
し
、
４
月
に
加
入
（
異
動
）
さ
れ

た
方
は
、
７
月
の
通
知
に
な
り
ま
す
。
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
福
祉
保
険
課
　
　
蕁
（
７
３
）
０
１
２
４

・
税
務
課
　
　
　
　
蕁
（
７
３
）
０
１
０
４

・
香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
務
局

　
　
　
　
蕁
０
８
７
（
８
１
１
）
１
８
６
６

　
ご
み
の
減
量
化
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を

一
層
促
進
す
る
た
め
、
一
般
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
生
ご
み
を
衛
生
的
に
処
理
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
生
ご
み
処
理
容
器
（
い
わ
ゆ

る
コ
ン
ポ
ス
ト
）
ま
た
は
電
気
式
生
ご
み
処

理
機
の
購
入
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
の
対
象
と
な
る
処
理
機
器

１
．
生
ご
み
処
理
容
器

　
コ
ン
ポ
ス
ト
の
ほ
か
、
土
を
必
要
と
せ

ず
、
屋
内
等
で
利
用
で
き
る
容
器
で
、
微

生
物
の
投
入
に
よ
り
生
ご
み
の
発
酵
を
促

進
し
堆
肥
化
す
る
容
器

２
．
電
気
式
生
ご
み
処
理
機

　
電
気
に
よ
り
攪
拌
し
、
微
生
物
を
投
入

し
て
発
酵
促
進
を
お
こ
な
い
、
生
ご
み
の

分
解
、
消
滅
、
堆
肥
化
を
お
こ
な
う
容

器
。
ま
た
は
、
加
熱
、
乾
燥
に
よ
り
減
量

化
す
る
機
器
。

※
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
（
破
砕
機
）
は
補
助
の

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
補
助
金
の
対
象
者

・
ま
ん
の
う
町
内
に
居
住
し
て
い
る
方
。

・
購
入
し
た
機
器
を
設
置
し
、
適
正
に
維
持

管
理
で
き
る
方
。

・
排
出
さ
れ
る
堆
肥
及
び
乾
燥
ご
み
を
適
正

に
処
理
で
き
る
方
。

■
補
助
の
金
額

■
補
助
金
の
申
請
等

　
詳
し
く
は
住
民
生
活
課
蕁
（
７
３
・
０
１

０
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
補
助
の
申
請
は
１
世
帯
（
同
居
は

１
世
帯
と
す
る
）
に
つ
き
、
生
ご
み
処
理

容
器
は
２
基
、
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
は

１
基
ま
で
と
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
・
生
ご
み
減
量
化
機
器
補
助

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

〜
進
め
よ
う
！

　
　
生
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
減
量
化
〜

※65歳から74歳までの一定の障害がある方
　（障害認定を受けるには申請が必要です。）

事　　由 資格取得日

新たに75歳になる方

転　入

生活保護の停止
または廃止

障害認定（※）

誕生日

転入により住所を定めた日

停止または廃止となった日

後期高齢者医療広域連合の
認定を受けた日

減量化機器の種類 補助金の金額

生ごみ処理容器
（コンポスト等）

購入価格の2分の1以内5,000円を限度とする。
（1,000円未満の端数切り捨て）2基までとする。

出張職業 相談

購入価格の2分の1以内40,000円を限度とする。
（1,000円未満の端数切り捨て）
※電気式生ごみ処理機は、過去5年以内にこの
　補助を受けていない世帯

電気式
生ごみ処理機

生
ご
み
減
量
化
機
器

購
入
補
助
金
の
ご
案
内
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国
民
年
金
は
給
料
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い

た
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
と
異
な
り
、
ご
自

身
で
保
険
料
を
納
付
し
ま
す
。

■
国
民
年
金
の
保
険
料
は

　
加
入
し
た
月
分
か
ら
納
付
が
必
要
で
す
。

　
日
割
り
計
算
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
月
の

初
日
に
加
入
し
て
も
月
末
に
加
入
し
て

も
、
１
か
月
分
の
保
険
料
が
必
要
で
す
。

■
国
民
年
金
の
保
険
料
額

月
々
の
保
険
料
は
１
４
、
９
８
０
円
（
平

成
24
年
度
）
で
す
。

付
加
年
金
…
付
加
保
険
料
（
月
額
４
０
０

円
）
を
プ
ラ
ス
し
て
納
付
す
る
と
、
老
齢

基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
ま

す
。
別
途
、
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、

町
役
場
・
善
通
寺
年
金
事
務
所
の
国
民
年

金
窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
方
法

★
口
座
振
替

★
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
（
継
続
支
払
）

★
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
指
定
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
窓
口

★
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話

■
保
険
料
の
割
引
前
納

（
前
納
で
き
る
期
限
が
あ
り
ま
す
。
必
ず

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
）

保
険
料
を
ま
と
め
て
前
払
い
（
前
納
）
す

る
と
保
険
料
が
お
安
く
な
り
ま
す
。

■
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
き

所
得
が
少
な
い
な
ど
、
保
険
料
の
納
付
が

経
済
的
に
困
難
な
場
合
に
は
、
本
人
の
申

請
手
続
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
が
免
除

ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
、
次
の

３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

①
全
額
免
除
・
一
部
納
付
申
請

②
若
年
者
納
付
猶
予
申
請

　
　
　
　
（
30
歳
未
満
の
方
）

③
学
生
納
付
特
例
申
請

い
ず
れ
も
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
に
は
、
申
請
に
よ
り
適
用
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
（
離
職
者
、
震
災
・
風
水
害
等
の

被
災
者
の
方
は
所
得
に
関
係
な
く
該
当
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）

手
続
き
は
住
民
票
の
あ
る
、
市
・
町
役
場
の

国
民
年
金
の
窓
口
及
び
年
金
事
務
所
で
す
。

●
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
将

来
の
老
齢
基
礎
年
金
や
、
い
ざ
と
い
う
と

き
の
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
必
ず
、
保
険
料
を
納
付
す
る
か
、

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
上
記

①
〜
③
の
申
請
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
国
民
年
金
の
問
い
合
わ
せ
先
】

・
日
本
年
金
機
構
善
通
寺
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
蕁
（
６
２
）
１
６
６
０

・
福
祉
保
険
課
　
蕁
（
７
３
）
０
１
２
４

　
６
歳
児
ま
で
の
幼
児
２
人
同
乗
に
よ
る
不
安

定
な
自
転
車
３
人
走
行
が
増
え
て
い
る
こ
と
に

対
し
て
、
交
通
安
全
施
策
及
び
子
育
て
支
援
の

一
環
と
し
て
安
全
基
準
を
満
た
し
た
町
有
自
転

車
を
貸
与
す
る
こ
と
で
、
事
故
の
な
い
安
心
で

安
全
な
町
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

■
レ
ン
タ
ル
期
間
　
毎
年
度
更
新

■
受
付
期
間
　
平
成
24
年
５
月
か
ら

■
貸
出
の
対
象

幼
児
（
６
歳
未
満
）
が
２
名
以
上
い
る
世

帯
（
同
一
世
帯
に
１
台
ま
で
）
※
６
歳
以

上
は
道
路
交
通
法
（
第
57
条
第
２
項
）
に

よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
る
た
め
不
可

■
貸
出
台
数
　
10
台

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課
　
蕁
（
７
３
）
０
１
０
０

国
民
年
金
・
3
人
乗
り
自
転
車
・
赤
十
字
・
出
張
職
業
相
談

納付方法

月々支払赤十字活動資金に
ご協力ください

出 張職業相談出張職業 相談

1か月分

14,980円

6か月分

89,880円

1年分

179,760円

口座振替

【割引額】

14,930円

【50円】

88,860円

【1,020円】

175,990円

【3,770円】

現金支払

【割引額】運動期間：5月1日～31日

◆日時／5月24日（木）
　午後1時30分～3時30分
◆会場／まんのう町役場本庁
　　　　3階第1会議室

89,150円

【730円】

176,570円

【3,190円】前
　
納

【問い合わせ先】
・ハローワーク丸亀　蕁（21）8609

・産業経済課　　　　蕁（73）0105

※注　24年度の場合（保険料は年度単位で変更になります。）

【問い合わせ先】
　日本赤十字社香川県支部まんのう町分区

　蕁（77）2991（まんのう町社会福祉協議会内）

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き

を
済
ま
せ
た
方
へ

幼
児
3
人
乗
り
自
転
車

レ
ン
タ
ル
に
つ
い
て

出張職業相談
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都
市
計
画
・
禁
煙
・
一
斉
清
掃
・
食
育
だ
よ
り

　
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
は
都

市
計
画
法
に
そ
の
策
定
が
定
め
ら
れ
て
い
る

も
の
で
、
県
が
概
ね
20
年
後
の
都
市
の
姿
を

展
望
し
た
上
で
、
市
町
を
越
え
る
広
域
的
な

見
地
か
ら
、
区
域
区
分
を
は
じ
め
と
す
る
広

域
的
・
根
幹
的
な
都
市
づ
く
り
の
基
本
方
針

と
し
て
示
す
も
の
で
す
。

　
香
川
県
で
は
既
存
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が

平
成
22
年
に
中
間
目
標
年
を
迎
え
た
た
め
、

改
訂
す
る
予
定
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
住
民
の
皆
様
を
対

象
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
そ
の
後

に
、
住
民
の
皆
様
の
意
見
を
い
た
だ
く
た

め
、
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
説
明
会
に
つ
い
て

　
日
時
／
５
月
16
日
（
水
）
14
時
か
ら

　
場
所
／
丸
亀
市
民
会
館
第
２
・
３
会
議
室

　
　
　
丸
亀
市
大
手
町
二
丁
目
４
番
20
号

入
場
は
自
由
で
す
。
当
日
、
直
接
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
素
案
の
閲
覧
と
公
述
の
申
出

見
直
し
の
素
案
を
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま

た
、
公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
た

い
人
は
、
素
案
閲
覧
場
所
に
あ
る
公
述
申

出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
／
５
月
29
日（
火
）〜
６
月
12
日（
火
）

　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
　
　
　
（
土
、
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

場
所
／
ま
ん
の
う
町
建
設
土
地
改
良
課

　
　
　
県
土
木
部
都
市
計
画
課

■
公
聴
会
に
つ
い
て

皆
さ
ん
の
意
見
を
見
直
し
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
公
聴
会
を
開
き
ま
す
。
た
だ
し
公

述
の
申
出
が
な
い
と
き
は
、
公
聴
会
を
中

止
し
ま
す
。

日
時
／
６
月
26
日
（
火
）
14
時
か
ら

場
所
／
丸
亀
市
役
所
本
館
2
階
第
1
会
議
室

丸
亀
市
大
手
町
二
丁
目
３
番
１
号

傍
聴
し
た
い
方
は
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
な
お
、
傍
聴
人
は
発
言
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
香
川
県
土
木
部
都
市
計
画
課

　
都
市
政
策
・
計
画
グ
ル
ー
プ

　
　
蕁
０
８
７
（
８
３
２
）
３
５
５
７

・
ま
ん
の
う
町
建
設
土
地
改
良
課

　
　
蕁
（
７
３
）
０
１
０
７

★
５
月
31
日
「
世
界
禁
煙
デ
ー
」

★
５
月
31
日
〜
６
月
６
日
「
禁
煙
週
間
」

　
５
月
31
日
の
世
界
禁
煙
デ
ー
に
ま
ん
の
う

町
庁
舎
を
は
じ
め
と
す
る
町
有
施
設
の
終
日

敷
地
内
禁
煙
を
実
施
し
ま
す
。
皆
様
の
御
理

解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

都
市
計
画
区
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

見
直
し
を
行
い
ま
す

禁
煙
に
ご
協
力
を

6
月
3
日（
日
）

町
内
一
斉
清
掃
を
行
い
ま
す

●中に詰めることで、肉汁が逃げず玉ねぎの中にしみこみます。
●油を使用しないのでヘルシー。足りないコクはチーズでカバーします。
●玉ねぎには血液をサラサラにする硫化アリルが含まれています。
●硫化アリルはその他に疲労回復、食欲増進の効果もあります。
●硫化アリルは熱に弱いので生食するのが一番効果的です。

野菜を丸ごと使うから、
ダイナミックでとっても
美味しいんです。

・新玉ねぎと春キャベツのうま煮
・新玉ねぎのチヂミ
・新玉ねぎのおかかサラダ

● 新玉ねぎ（小さ目）4個
● 片栗粉　少々
● 鶏ひき肉　160g
● 白みそ　大さじ1
● とろけるスライスチーズ
　　　　　　　　　 　2枚

● mixベジタブル　80g
● 塩　小さじ1/3
● 豆板醤　少々
● すりごま　少々

［エネルギー］180kcal  ［タンパク質］12.7g
［脂質］6.3g  ［食物繊維］3.0g  ［食塩］1.8g

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
住
民
生
活
課
　
蕁
（
７
３
）
０
１
０
１

玉ねぎの上3分の1と根元ぎり
ぎりで切る。外側の2枚を残し
中をくり抜き、内側に片栗粉
をまぶしておく。

くり抜いた玉ねぎは
おろしておく。
ひき肉にmix
ベジタブル、
ちぎったチーズ、
おろした玉ねぎ、
塩、白みそを入れ
よく混ぜ合わせる。
それを漓に詰めチーズでふたをする。

蒸し器に並べ
強火で15分
蒸す。

器に盛り
豆板醤を乗せ
ごまをふる。

鶏ひき肉

片栗粉 チーズ

豆板醤

塩

白みそ
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い
き
い
き
健
康
応
援
講
座
　
　
・
か
ん
た
ん
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
通
信

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
な
ど

わ
く
わ
く
す
る
季
節
。
で
も
、

日
焼
け
に
ご
用
心
！
じ
つ
は
、

5
月
〜
6
月
は
年
間
で
紫
外
線

量
が
ピ
ー
ク
に
な
る
時
期
で
す
。

▼
Q
1 

紫
外
線
と
は
？

A 

紫
外
線
は
光
（
電
磁
波
）
の
一
種
で
す

が
、
目
に
は
見
え
ま
せ
ん
。
見
え
る
光
は
可
視

光
線
と
言
い
、
波
長
に
よ
っ
て
赤
（
波
長
が
長

い
）
〜
紫
（
波
長
が
短
い
）
に
見
え
ま
す
が
、

そ
の
紫
よ
り
波
長
が
短
い
の
で
紫
の
外
と
い
う

意
味
で
す
。
英
語
の
「
Ｕ
Ｖ
」
も

U
l
t
r
a
V
i
o
l
e
t
の
略
で
す
。
太
陽

か
ら
届
く
紫
外
線
は
、
波
長
に
よ
っ
て
大
ま
か

に
３
つ
に
分
け
ら
れ
て
Ｕ
Ｖ
Ａ
、
Ｕ
Ｖ
Ｂ
、
Ｕ

Ｖ
Ｃ
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

▼
Q
2 

な
ぜ
紫
外
線
は
よ
く
な
い
の
？

A 

紫
外
線
は
、
波
長
が
短
い
程
パ
ワ
ー
が
あ

り
、
生
物
に
対
し
て
影
響
が
あ
り
ま
す
。
危
険

な
順
に
Ｕ
Ｖ
Ｃ
↓
Ｕ
Ｖ
Ｂ
↓
Ｕ
Ｖ
Ａ
で
す
。
最

も
危
険
な
Ｕ
Ｖ
Ｃ
は
大
気
層
で
吸
収
さ
れ
地
表

に
到
達
し
ま
せ
ん
。
Ｕ
Ｖ
Ｂ
も
殆
ど
吸
収
さ

れ
、
到
達
す
る
の
は
０
・
５
％
程
度
。
Ｕ
Ｖ
Ａ

は
約
６
％
が
到
達
し
ま
す
。
到
達
す
る
紫
外
線

の
殆
ど
は
Ｕ
Ｖ
Ａ
で
す
が
、
日
焼
け
を
起
こ
し

た
り
、
皮
膚
が
ん
の
リ
ス
ク
が
高
い
の
は
Ｕ
Ｖ

Ｂ
で
す
。
紫
外
線
は
皮
膚
の
老
化
を
早
め
た

り
、
色
々
な
影
響
が
あ
り
ま
す
が
、
最
も
懸
念

さ
れ
る
の
は
皮
膚
が
ん
の
リ
ス
ク
。
紫
外
線
が

細
胞
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
で
、
細

胞
の
突
然
変
異
を
引
き
起
こ
し
、
が
ん
化
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
Q
3 

日
焼
け
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
？

A 

日
焼
け
は
2
種
類
に
分
け
ら
れ
、
2
〜
5

時
間
後
赤
く
な
っ
て
ひ
り
ひ
り
す
る
「
サ
ン
バ

ー
ン
」
と
、
1
日
〜
3
日
後
に
黒
く
な
る
「
サ

ン
タ
ン
」
で
す
。
サ
ン
バ
ー
ン
は
Ｕ
Ｖ
Ｂ
に
よ

っ
て
皮
膚
組
織
が
損
傷
を
受
け
て
炎
症
や
水

泡
、
発
熱
を
発
症
し
ま
す
。
サ
ン
タ
ン
は
、
Ｕ

Ｖ
Ａ
に
よ
っ
て
褐
色
の
メ
ラ
ニ
ン
色
素
が
生
成

さ
れ
る
こ
と
が
原
因
で
す
。

▼
Q
4 
対
策
方
法
は
？

A 

皮
膚
の
露
出
を
控
え
た
服
装
を
し
た
り
、

日
傘
や
帽
子
を
使
っ
て
、
紫
外
線
に
当
た
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
市
販
の
日
焼

け
止
め
を
効
果
的
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
日
焼

け
止
め
は
、
紫
外
線
を
吸
収
し
て
防
ぐ
「
吸
収

剤
系
」
と
反
射
し
て
防
ぐ
「
拡
散
剤
系
」
、
そ

の
両
方
を
配
合
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
製
品

に
は
「
Ｓ
Ｐ
Ｆ
値
」
と
「
Ｐ
Ａ
」
と
い
う
記
載

が
あ
り
ま
す
。
Ｓ
Ｐ
Ｆ
は
Ｕ
Ｖ
Ｂ
の
遮
断
率

で
、
こ
の
数
値
が
30
の
場
合
は
何
も
付
け
な
い

場
合
と
比
べ
て
Ｕ
Ｖ
Ｂ
が
30
分
の
１
に
な
る
と

い
う
意
味
で
す
。
Ｐ
Ａ
は
Ｕ
Ｖ
Ａ
の
遮
断
効
果

で
、
＋
（
効
果
が
あ
る
）
〜
＋
＋
＋
（
非
常
に

効
果
が
あ
る
）
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
店

の
方
に
相
談
し
て
、
使
用
用
途
や
自
分
の
肌
に

合
っ
た
も
の
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

こ
の
内
容
は
、
音
声
告
知
放
送
ふ
れ
あ
い
放

送
で
第
3
・
4
月
曜
日
の
午
後
8
時
30
分
か

ら
放
送
し
ま
す
。

ま
ん
の
う
町
健
康
増
進
課
　
ウ
エ
ル
ネ
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
　
庄

「
か
ん
た
ん
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
満
濃
会
場
」

 

に
ニ
ュ
ー
マ
シ
ン
が
登
場
！

　
か
ん
た
ん
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
満
濃
に
ニ
ュ
ー

マ
シ
ン
を
導
入
し
ま
し
た
。
利
用
料
金
は
そ

の
ま
ま
月
額
1
、
0
0
0
円
で
皆
さ
ん
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
！

効
果
の
高
い
！
有
酸
素
マ
シ
ン

　
最
新
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
と
エ
ア
ロ
バ

イ
ク
を
導
入
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
を
新
た

に
増
設
し
ま
し
た
！
　

精
密
測
定
マ
シ
ン

　
筋
肉
量
や
体
脂
肪
量
が
一
目
で
分
か
り
ま

す
。
ど
こ
の
筋
肉
が
少
な
い
か
分
か
る
の
で

効
果
的
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
可
能
！

女
性
向
け
筋
ト
レ
マ
シ
ン

　
女
性
向
け
の
効
果
が
高
く
、
安
全
性
の
高

い
マ
シ
ン
を
導
入
。
引
き
締
め
効
果
を
狙
い

ま
す
！

■
料
金
プ
ラ
ン

　
一
般
会
員
（
月
額
１
、
０
０
０
円
）

　
何
回
で
も
使
い
放
題
で
す
。

　
回
数
券
（
１
回
２
０
０
円
）

■
実
施
場
所
　

　
満
濃
会
場
　
満
濃
農
改
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ

■
利
用
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
ま
で

　
（
日
曜
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

　
定
休
日
　
火
曜
・
土
曜
・
祝
日

　
詳
細
は
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
か
ん
た
ん
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

　
蕁
（
7
3
）
０
１
3
2
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ふ
る
さ
と
探
訪
　
　
・
日
本
発
見
・
再
発
見

74

　
今
回
は
ア
メ
リ
カ
出
身
の
ア
ダ
ム
さ
ん

が
陶
芸
を
体
験
し
ま
し
た
。

自
分
の
陶
芸
の
新
た
な
一
歩

　
素
材
か
ら
作
品
を
形
作
っ
て
い
く
作
業

が
好
き
で
、
昔
か
ら
折
り
紙
で
い
ろ
い
ろ

な
も
の
を
折
っ
て
い
ま
し
た
。
折
り
紙
同

様
、
陶
芸
の
魅
力
は
、
決
め
ら
れ
た
形
が

無
い
物
を
操
り
、
自
分
の
思
う
よ
う
に
何

か
を
作
る
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
体
験
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途

に
使
え
る
だ
ろ
う
と
思
い
、
抹
茶
茶
碗
を

作
り
ま
し
た
。
来
日
前
、
独
学
で
陶
芸
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
は
実
用
性
よ
り

も
芸
術
性
を
重
視
し
た
オ
ブ
ジ
ェ
の
よ
う

な
抽
象
的
な
物
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
今

回
、
抹
茶
茶
碗
の
よ
う
に
実
生
活
の
中
で

活
用
で
き
る
陶
芸
作
品
を
作
っ
た
こ
と

で
、
ろ
く
ろ
な
ど
の
道
具
を
使
う
日
本
の

陶
芸
の
手
法
を
学
び
た
い
と
い
う
気
持
ち

が
強
く
な
り
ま
し
た
。

生
活
の
ア
イ
デ
ア
を
形
に
変
え
る

　
今
回
指
導
し
て
く
れ
た

長
炭
陶
芸
同
好
会
（
代

表
・
大
谷
知
代
子
さ
ん
）

の
小
山
英
則
さ
ん
。

　
陶
芸
に
は
、
自
分
が
作

り
た
い
も
の
を
作
り
、
そ
れ
を
使
う
魅
力

が
あ
り
ま
す
。
市
販
の
陶
器
と
は
違
い
、

必
要
な
も
の
を
自
分
が
使
い
や
す
い
形
で

作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
女
性
は
そ

の
傾
向
が
強
く
、
男
性
の
視
点
と
異
な
っ

て
い
て
興
味
深
い
で
す
。
石
鹸
置
き
や
一

輪
挿
し
な
ど
、
男
性
が
思
い
つ
か
な
い
用

途
や
形
の
作
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。
女
性

は
家
事
を
し
て
い
る
の
で
、
自
分
の
家
に

今
必
要
な
も
の
が
よ
く
分
か
っ
て
い
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　
作
り
た
い
も
の
を
形
に
し
て
い
く
過
程

は
、
陶
芸
の
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
こ
う

し
て
作
っ
た
作
品
は
愛
着
が
わ
き
、
作
っ

た
後
は
使
う
楽
し
み
に
な
り
ま
す
。
自
分

で
さ
え
二
つ
と
同
じ
作
品
を
作
れ
な
い
の

も
陶
芸
の
魅
力
で
す
。
量
産
品
の
陶
器
を

買
っ
て
は
感
じ
ら
れ
な
い
魅
力
が
陶
芸
に

は
あ
る
の
で
す
。

陶芸が教えてくれる
「ものづくり」の魅力

第2回

　
昭
和
二
十
八
年
五
月
、
琴
平
高
校
造
田

分
校
（
昭
和
四
十
三
年
五
月
閉
校
）
へ
教

員
免
許
取
得
の
た
め
、
教
育
実
習
を
受
け

る
べ
く
分
校
を
訪
れ
る
と
、
職
員
室
の
机

の
上
に
復
元
さ
れ
た
弥
生
式
土
器
が
置
か

れ
て
い
た
。
高
校
の
授
業
で
縄
文
土
器
は

厚
手
で
黒
か
っ
色
、
弥
生
土
器
は
薄
手
で

赤
か
っ
色
で
簡
単
な
文
様
で
あ
る
位
は
わ

か
っ
て
い
た
。
初
め
て
実
物
の
弥
生
土
器

を
見
る
事
が
で
き
た
。
そ
の
土
器
が
造
田

か
ら
出
土
し
た
と
い
う
の
は
信
じ
難
く
、

驚
き
と
感
動
の
一
瞬
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
弥
生
土
器
が
昭
和
二
十
八
年
四
月

二
十
一
日
備
中
地
橋
北
百
㍍
位
の
地
点
で

森
竹
雄
氏
と
大
工
稲
毛
幸
吉
氏
が
、
煙
草

乾
燥
小
屋
を
建
て
る
基
礎
工
事
を
し
て
い

て
地
下
二
㍍
か
ら
偶
然
に
土
器
を
発
見
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
一
個
は
完
全
な
形
で
発

掘
さ
れ
、
他
の
二
個
は
発
掘
中
に
破
損
し

た
。
発
掘
中
破
損
さ
れ
た
壺
は
今
は
現
存

し
て
い
な
い
。
そ
の
後
完
全
な
壺
も
過
っ

て
三
つ
に
割
れ
た
が
、
復
元
さ
れ
展
示
さ

れ
て
い
る
（
図
一
左
）
こ
の
壺
を
弥
生
式

土
器
と
命
名
し
復
元
を
し
た
の
は
琴
平
高

校
教
諭
で
考
古
学
研
究
者
故
篠
原
進
先
生

で
あ
る
。

　
昭
和
三
十
二
年
秋
、
造
田
小
学
校
四
年

生
で
あ
っ
た
西
岡
高
博
君
が
庵
山
九
〇
三

番
地
の
畑
境
界
線
で
不
審
な
石
を
発
見
、

調
査
の
結
果
、
弥
生
時
代
の
人
々
が
使
っ

て
い
た
石
の
道
具
「
石
斧
」
で
あ
る
事
が

判
明
し
た
。
偶
然
の
発
見
と
は
い
え
、
土

器
と
石
斧
の
発
見
が
造
田
村
に
お
け
る
弥

生
文
化
の
黎
明
で
あ
る
。

　
昭
和
三
十
二
年
以
降
、
何
の
進
展
、
発

掘
も
な
く
約
三
十
年
の
月
日
が
流
れ
ま
し

た
。
昭
和
六
十
一
年
府
中
琴
南
線
拡
張
の

た
め
、
庵
山
北
西
部
山
裾
の
県
道
脇
幅
四

㍍
、
広
さ
二
五
〇
平
方
㍍
に
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
狭
い
調
査
で
あ
っ

た
が
、
や
や
完
全
に
近
い
土
器
数
個
（
図

一
右
）
と
土
器
の
破
片
が
二
十
八
㍑
入
り

の
コ
ン
テ
ナ
約
二
十
箱
分
が
出
土
し
ま
し

た
。
又
大
き
な
溝
跡
（
図
二
）
が
発
見
さ

れ
、
こ
の
溝
は
田
ん
ぼ
の
間
の
水
路
の
跡

で
、
お
米
を
作
り
農
耕
生
活
を
し
て
い
た

事
が
わ
か
り
ま
す
。

　
今
後
備
中
地
よ
り
、
支
石
墓
や
、
青
銅

器
が
見
つ
か
る
事
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。
　
　
（
文
責
　
造
田
　
林
　
太
朗
）

弥
生
文
化

弥
生
文
化

－

備
中
地
遺
跡
に
思
う

備
中
地
遺
跡
に
思
う

図１
左　昭和28年４月備中地で出土
右　昭和61年県道府中琴南線拡幅工事で出土

図２
備中地遺跡で弥生時代の
田んぼの水路

積み上げた粘土の形を整える
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人
権
コ
ラ
ム
　
　
／ 

長
尾
会
館
だ
よ
り
　
　
／ 

人
権
作
文
コ
ー
ナ
ー

63
あなたと人権シリーズ（23）

教
科
書
が
変
わ
っ
た

　
「
江
戸
幕
府
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
」

と
こ
れ
ま
で
部
落
の
歴
史
は
説
明
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
室
町
時
代

に
差
別
さ
れ
る
人
た
ち
が
い
た
、
と
今

の
教
科
書
は
書
い
て
い
ま
す
。
２
０
０

２
年
に
教
科
書
は
書
き
変
わ
り
ま
し

た
。

　
京
都
で
は
銀
閣
の
庭
（
写
真
）
を
作

っ
た
庭
師
や
芸
能
者
な
ど
特
別
な
才
能

や
能
力
を
も
つ
人
（
「
異
能
者
」
）
を

民
衆
は
特
別
な
人
と
見
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
が
中
世
の
差
別
観
で
す
。

　
ま
た
、
江
戸
時
代
の
差
別
さ
れ
た
人

た
ち
の
評
価
も
変
わ
り
ま
し
た
。
従
来

は
貧
困
な
ど
「
低
位
性
」
が
強
調
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
今
は
皮
革
産
業
な
ど

に
よ
っ
て
経
済
的
に
豊
か
な
部
落
も
あ

っ
た
こ
と
を
教
科
書
は
紹
介
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
小
学
校
の
教
科
書
で
は

「
す
ぐ
れ
た
か
い
ぼ
う
の
技
術
を
生
か

し
て
、
こ
の
こ
ろ
（
江
戸
時
代
）
の
医

学
を
支
え
て
い
ま
し
た
」
（
東
京
書
籍

『
新
し
い
社
会
六
』
）
と
評
価
す
る
な

ど
、
部
落
の
イ
メ
ー
ジ
転
換
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

（
香
川
人
権
研
究
所
）

開催日時
5月15日（火）9:30～13:00

場　　所
まんのう町立長尾会館生活改善室
（まんのう町長尾1582番地）

内　　容
講師指導のもと「プチフランスパン」
と「ポテトサラダ」を作ります。

参　加　費
1,000円（当日集金します）
※昼食代・材料費・受講料込み
当日は、ハンドタオル、エプロン
をご持参ください。

申し込み
定員は先着10名です。
5月7日（月）～5月14日（月）午前中
までに長尾会館まで電話又はFAXに
てお申し込みください。
蕁79-2021　FAX56-9068

　
わ
た
し
は
今
の
ク
ラ
ス
が
大
好
き
で

す
。
そ
れ
は
み
ん
な
が
全
く
同
じ
で
は

な
い
か
ら
で
す
。

　
わ
た
し
の
ク
ラ
ス
に
は
走
る
の
が
速

い
人
や
遅
い
人
、
よ
く
し
ゃ
べ
る
人
、

静
か
な
人
な
ど
ひ
と
つ
の
こ
と
を
比
べ

て
み
て
も
正
反
対
の
人
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
。
勉
強
に
つ
い
て
も
そ
う
で
す
。

算
数
が
得
意
な
人
、
苦
手
な
人
、
漢
字

を
す
ぐ
覚
え
る
人
、
な
か
な
か
覚
え

ら
れ
な
い
人
な
ど
様
々
な
得
意
や
苦

手
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
わ
た
し

た
ち
の
個
性
で
す
。

　
そ
ん
な
わ
た
し
た
ち
は
、
ク
ラ
ス
で

い
つ
も
教
え
合
い
を
し
て
い
ま
す
。
で

も
答
え
は
絶
対
に
教
え
ま
せ
ん
。
ど

う
し
た
ら
簡
単
に
解
け
る
か
を
教
え

ま
す
。
個
性
の
中
の
短
所
を
長
所
に
で

き
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
そ

う
す
る
こ
と
で
、
教
え
る
方
も
教
え
る

力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

教
え
る
の
は
と
て
も
難
し
い
で
す
。
け

れ
ど
も
、

　
「
あ
っ
分
か
っ
た
。
な
る
ほ
ど
。
あ

り
が
と
う
。
」

　
そ
の
一
言
で
と
っ
て
も
う
れ
し
く
な

り
ま
す
。

　
ク
ラ
ス
は
一
つ
の
チ
ー
ム
で
す
。
野

球
の
チ
ー
ム
と
同
じ
で
す
。
ホ
ー
ム
ラ

ン
を
何
本
も
打
つ
人
も
い
れ
ば
速
い
ボ

ー
ル
を
投
げ
る
人
、
ベ
ン
チ
で
チ
ー
ム

を
盛
り
上
げ
る
人
も
い
ま
す
。
も
し
、

打
つ
の
が
得
意
な
人
し
か
い
な
い
と
し

ま
す
。
す
る
と
打
つ
時
は
い
い
の
で
す

が
、
守
る
時
は
点
を
取
ら
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
盛
り
上
げ
て
励
ま
す
こ
と
も
で

き
ま
せ
ん
。
み
ん
な
が
同
じ
だ
と
試
合

に
勝
つ
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

打
つ
の
が
得
意
な
人
、
投
げ
る
の
が
得

意
な
人
、
様
々
な
長
所
を
も
っ
た
人
が

い
る
チ
ー
ム
は
、
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
様
々
な
個
性
が
あ
る
か
ら
こ
そ
勝

つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
チ
ー
ム
は
、
初
め
は

ば
ら
ば
ら
で
し
た
。
男
女
分
か
れ
て
遊

ん
で
い
た
し
、
女
子
の
中
で
も
分
か
れ

て
い
ま
し
た
。
で
も
、
全
員
遊
び
の
時

間
を
通
し
て
、
少
な
い
人
数
で
遊
ぶ
よ

り
多
い
人
数
で
遊
ぶ
方
が
み
ん
な
の

良
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
見
つ
け
ら
れ

て
楽
し
い
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
「
チ
ー
ム
五
東
」
。
二
十
人
の
た
く

さ
ん
の
個
性
を
も
っ
た
チ
ー
ム
が
解
散

し
て
四
月
か
ら
新
た
な
チ
ー
ム
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。
わ
た
し
は
た
く
さ
ん
の

個
性
に
助
け
ら
れ
て
成
長
し
て
き
ま

し
た
。
だ
か
ら
こ
れ
か
ら
も
友
達
の
個

性
を
大
切
に
、
お
互
い
の
個
性
を
み
が

き
合
い
な
が
ら
、
き
ず
な
を
深
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
原
稿
は
五
年
生
時
に
執
筆
し
た
も
の

満
濃
南
小
学
校
　
六
年

三
原
　
葉
夏

弥
生
文
化

－

備
中
地
遺
跡
に
思
う
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情
報
ひ
ろ
ば

※ご家族やご遺族の了解を得て掲載しています。

中野　正子

山口　義信

長尾マキ子

道安　　子

池口　光春

松岡　輝雄

長尾惠美子

香川ユリ子

増田　政則

西山　利孝

黒田ヤスコ

福　　　　

渡邊　浩造

大谷　豊子

中川　如乃

吉本　　豊

百々キヨミ

岩田　朱流

三上　心音

佐川　輝成

和泉　利來

多田　頼司

星川　莉音

山下　琉菜

小山　凛春

宮地　桜希

大東　万夢

高めるために、水防演習を開催しま

す。

　いつ起こるのか予想できない災害

から私たちの命や財産を守るため

に、一緒に見て・学んで・体験しま

せんか。

　当日は、演習参加車両も多く、ま

たスピーカー放送や防災ヘリコプタ

ーの演習もありますので、周辺住民

の皆様方には大変ご迷惑をおかけし

ますが、ご理解とご協力をお願い致

します。

［日時］5月20日（日）午前9時～11

時30分［場所］土器川生物公園前河

川敷（丸亀市垂水町地先）［内容］

水防工法・人命救助訓練・ライフラ

イン復旧・展示、防災体験コーナー

など

▼問い合わせ先

国土交通省香川河川国道事務所

蕁087-821-1623

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

歯の衛生週間（6月4日～10日）
記念行事（無料）
乳幼児から高齢者まで大集合♪

「正しい歯の磨き方と、むし歯予防

を行います」

［日時］6月3日（日）午前9時～正午

（受付11時30分まで）［場所］琴平

小学校体育館［内容］歯の健診・相

談、ブラッシング指導、フッ素塗布、

洗口体験、CCDカメラでのぞこう口

の中、清涼飲料水のひみつ、唾液で

わかる虫歯になりやすさ（希望者全

員）（検査）、唾液でわかる歯周病

（検査）、クイズ（景品があるよ）

※受診者全員に歯みがきグッズその

他プレゼント。お子さんは、保護者

の方と一緒に参加してください。

▼問い合わせ先

琴平町榎井614

香川歯科医院　香川　博

蕁0877-75-2311（FAX兼）

パソコン講習（文書作成入門）
［開催日程］6月4日（月）～6月7日

（木）午後6時～午後9時［開催場

所］高等技術学校丸亀校（丸亀市港

町307番地）［対象者］在職者［募

集人員］15人［受講料］3 ,000円

（別途テキスト代として2,100円が

必要）［受付期間］5月28日（月）ま

で［内容］Windowsの基本操作、

Wordの基本操作、文字の入力、ビ

ジネス文書の作成・編集・印刷等を

学習します。

カウンセリング技法講習（基礎）
［受付期間］6月6日（水）まで［開催

日程］ 6月 1 1日（月）、6月1 8日

（月）、6月25日（月）のいずれも午後

1時10分～午後5時10分［開催場所］

高等技術学校丸亀校（丸亀市港町

307番地）［対象者］在職者［募集

人員］15人［受講料］4,000円［内

容］産業カウンセラーによる講習お

よび実習①カウンセリングとは②カ

ウンセリングの基本的技法③実習

［その他］カウンセリング技法（応

用）講習について：1 0月 2 2日

（月）、10月29日（月）、11月5日

（月）に実施予定

▼申し込み先・問い合わせ先

高等技術学校丸亀校

キャリアアップ担当

蕁0877-22-2633

募　　　集

敬
称
略 

／ 

3
月
届
け
出
分

敬
称
略 

／ 

3
月
届
け
出
分

いずみ

た　だ

り　く

やました る　な

おおひがし ま　ゆ

み かみ こ　と

さ がわ こうせい

こ やま り　ん

いわ た しゅ り

みや じ おう き

らい じ

ほしかわ り おん

生年月日 保護者名 地　区氏　名

政季

盛

陽司

俊介

欣司

貴之

晶広

小百合

正富

弘和

塩　入

四　條

佐　文

大　口

真　野

吉　野

岸　上

吉　野

造　田

七　箇

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

27

28

3

7

9

12

12

15

21

22

死亡月日 年齢 地　区氏　名

なか の まさ こ

なが お

なが え　み　こお

こ

か がわ

ます だ

くろ だ

まさのり

こ

みちやす とし こ

まつおか てる お

おおたに

ふくざき しげる

よしもと

どうど

ゆたか

とよ こ

なかがわ いく の

よしのぶやまぐち

みつはるいけぐち

としたかにしやま

82

90

88

75

89

87

86

67

98

81

92

91

80

90

85

76

89

佐　文

川　東

吉　野

長　尾

佐　文

造　田

長　尾

七　箇

炭所東

吉　野

山　脇

山　脇

七　箇

吉　野

川　東

炭所西

山　脇

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

1

2

3

6

9

12

13

15

15

16

17

23

25

26

26

29

30

こうぞうわたなべ
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情
報
ひ
ろ
ば

［受付期間］5月7日（月）～5月31日

（木）［利用対象者］まんのう町に

住所を有する次に掲げる方および世

帯です。なお、入院や入所されてい

る方は対象外です。

①おおむね70歳以上のひとり暮らし

の方

②70歳以上の高齢者のみの世帯およ

びこれに準ずる世帯

③重度身体障害者の方（１、２級該

当で寝たきりの方）

④心身の障害などの理由により寝具

類などの衛生管理が困難な方

［対象製品］掛布団、敷布団、毛

布、枕、マットレス（これらのう

ち、いずれか3点、同種の物が複数

でも可。）※「めん綿、羊毛、羽

毛、合繊わた」のいずれも洗濯でき

ますが、「真わた」製品は洗濯でき

ませんので、ご了承ください。［利

用料金］1回につき300円※ご利用時

にお支払いください。［利用方法］

申請書に必要事項をご記入の上、地

区民生委員の意見を記入していただ

いてご提出ください。受付の翌月

に、業者が寝具類を回収し、洗濯

後、ご自宅へ配達いたします。［受

付場所］福祉保険課地域包括支援セ

ンター室、琴南支所、仲南支所、美

合出張所

▼問い合わせ先

まんのう町福祉保険課地域包括支援

センター室

蕁0877-73-0125

　近年、全国各地で局地的な集中豪

雨が頻発しており、甚大な被害が発

生しています。

　洪水や土砂災害などによる被害を

軽減するため、より早く、より的確

に情報を伝達することによる警戒避

難体制の整備が重要となっていま

す。

　現在、県では防災情報システムに

より雨量や水位の状況を数値やグラ

フで情報提供しています。

　4月から新たに県内主要12河川の

18箇所の水位観測局にカメラを設置

して、インターネットを利用し、パ

ソコンや携帯電話、スマートフォン

に5分から10分ごとの静止画像を提

供するシステムを導入しています。

　このシステムは、市町長が行う避

難勧告発令や、住民の避難判断な

ど、洪水時における水防・避難活動

をサポートすることを目的に整備し

たものですので、梅雨時期や台風シ

ーズンなど、降雨により河川が増水

する恐れがある時には、こまめに情

報をチェックして、避難判断の材料

のひとつとしてお役立てください。

▼問い合わせ先

香川県土木部河川砂防課

蕁087-832-3544

URL:http://www.pref.kagawa.lg.jp/

kasencamera/

第5回ワンだふるマナーDAY
（無料）
［日時］5月13日（日）午前10時30分

～午後3時※雨天中止［会場］番の

州公園（旧番の州プール西隣）運動

広場［内容］愛犬と共にゲーム、躾

方教室、マナー講習、健康相談他

第1回園芸講習会
「多肉植物の寄せ植え」
［日時］5月27日（日）狢午前9時30

分～正午、狠午後1時30分～午後4時

［会場］坂出市番の州公園管理事務

所（旧番の州プール西隣）［定員］

狢、狠それぞれ15人※申し込み多数

の場合は抽選［参加費］1 , 500円

（材料費）［講師］水野勤氏他

（NPOかみは）［内容］多肉植物

を用いて屋外用の寄せ植えを作りま

す。作品はお持ち帰りいただけま

す。ガーデニングや園芸相談も無料

で受付けます［申し込み方法］郵便

またはFAX、Ｅメールで、住所・

氏名・年齢・性別・電話番号・狢狠

いずれかの希望・質問事項を明記の

こと。※電話は不可。［申込締め切

り日］5月16日（水）

▼申し込み先・問い合わせ先

〒762-0063

坂出市番の州公園5番地

坂出緩衝緑地管理事務所

蕁0877-45-6820　FAX0877-43-5213

Eメール　kansyouryokuti@rhythm.ocn.ne.jp

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

平成24年度土器川水防演習
　日頃各地域で活躍している消防団

などの防災活動を知ってもらうとと

もに、皆さんの水防に対する意識を

寝具類の洗濯サービスを
ご利用ください

香川県河川監視カメラの
運用開始について

催　　し　　物
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ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

高篠小学校桜植樹 防災ボランティア養成研修会

青少年育成会議講演会 琴平地区春の防犯アカデミー

　
２
月
19
日
、
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
研
修
会
（
ま
ん
の
う
町
赤
十
字
吉
野

奉
仕
団
主
催
）
が
吉
野
体
育
館
で
行
わ

れ
、
小
中
学
生
、
外
国
人
な
ど
、
約
70

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
会
に
は
講
師
と
し
て
、

日
本
赤
十
字
社
香
川
県
支
部
事
業
推
進

課
主
事
の
石
井
博
喜
さ
ん
を
招
き
、
東

日
本
大
震
災
に
お
け
る
活
動
報
告
の
ほ

か
、
ポ
リ
袋
を
使
っ
た
炊
き
出
し
の
仕

方
や
、
毛
布
を
使
っ
た
搬
送
方
法
、
止

血
な
ど
の
応
急
処
置
の
や
り
方
な
ど

を
、
参
加
者
は
真
剣
な
表
情
で
学
ん
で

い
ま
し
た
。

　
２
月
29
日
、
高
篠
小
学
校
の
６
年
生

22
人
が
、
国
営
讃
岐
ま
ん
の
う
公
園
の

多
目
的
広
場
や
実
り
の
丘
周
辺
に
桜
の

植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
植
樹
は
、
大
人
に
な
っ
た
時
に

美
し
く
咲
い
た
桜
を
見
て
欲
し
い
と
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
ぬ
き
夢
桜
の
会
主
催
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
植
樹
は
陽
光
（
ヨ
ウ
コ
ウ
）

と
、
関
山
（
カ
ン
ザ
ン
）
と
い
う
種
類

の
桜
の
苗
木
を
合
わ
せ
て
54
本
植
え
つ

け
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
、
「
面
白
か
っ
た
し
、

楽
し
か
っ
た
」
「
と
て
も
い
い
経
験
が

で
き
た
」
と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し

た
。

　
３
月
３
日
、
琴
平
地
区
春
の
防
犯
ア

カ
デ
ミ
ー
（
琴
平
地
区
防
犯
協
会
連
合

会
・
琴
平
警
察
署
主
催
）
が
町
民
文
化

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
が
楽
し
み

な
が
ら
防
犯
意
識
の
向
上
を
図
れ
る
よ

う
に
と
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
香
川
県
警
察
安
全
安
心

ま
ち
づ
く
り
教
育
隊
に
よ
る
防
犯
寸
劇

や
、
落
語
家
の
桂
こ
け
枝
氏
に
よ
る
防

犯
講
話
が
開
か
れ
、
参
加
者
は
笑
い
が

生
み
出
す
防
犯
効
果
を
実
感
し
て
い
ま

し
た
。

　
３
月
４
日
、
講
師
に
元
綾
上
中
学
校

校
長
の
竹
下
和
男
先
生
を
招
き
、
青
少

年
育
成
会
議
講
演
会
（
ま
ん
の
う
町
青

少
年
育
成
会
議
主
催
）
が
町
民
文
化
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
で
題
さ
れ
た
「
弁
当
の
日
」

は
、
子
ど
も
が
自
分
の
力
だ
け
で
弁
当

を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
立
心
を
養

い
、
ま
た
、
自
分
が
作
っ
た
弁
当
を
お

い
し
い
と
喜
ぶ
家
族
を
見
て
、
人
の
た

め
に
何
か
す
る
喜
び
や
家
庭
に
自
分
の

価
値
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
と
も

に
、
親
も
子
ど
も
の
喜
ぶ
姿
を
見
て
、

子
育
て
の
楽
し
さ
に
気
づ
く
こ
と
が
で

き
る
取
り
組
み
で
す
。

　
参
加
者
は
、
講
師
が
紹
介
す
る
実
例

に
感
動
し
な
が
ら
真
剣
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

　　
　
E
ve
nt
 S
ch

ed
ule in May

毛布を使った搬送方法の説明を受ける参加者苗木を植える高篠小学校６年生の児童ら

「トリ」に関係する標語で防犯を呼びかける寸劇の一幕講演を行う竹下和男さん
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行
事
予
定 

／ 

休
日
当
番
医
　
　
／ 

町
内
の
110
番
119
番
　  

／ 

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

（19:00～翌朝8:00）

　　　
　
E
ve
nt
 S
ch

ed
ule in May

　　
　
E
ve
nt
 S
ch

ed
ule in May

5
9日水

10日木

26日土
18日金

10日木

10日木

17日木

10日木

18日金

24日木

24日木

7日月

23日水

24日木
17日木

20日日

18日金

31日木

30日水

10日木

24日木

3日祝

4日祝

5日祝

13日日
6日日

20日日

27日日

おおにし病院

大浦内科消化器科医院

永生病院

大山内科医院

ふかだクリニック

川口医院

いわさき循環器科内科クリニック

たかお整形外科医院

池田内科医院

75-5101

75-1600

73-3300

79-3311

73-2211

79-0711

75-2700

75-1127

73-2366

※当番医は予告なく変更される場合があります。ご了承ください。

1月からの累計3月中区　　分

※かっこ内の数字は昨年同期の件数

平山
グラウンド
（参加：64人）

【優　勝】
　亀田　礼子（四　條）
【準優勝】
　山地　明美（羽　間）
【第3位】
　高尾　正明（吉野下）

25
3

日

月

日

［要予約／健康増進課蕁73-0126］

［要予約／まんのう町商工会蕁73-3711］

［要予約／健康増進課蕁73-0126］

［要予約／健康増進課蕁73-0126］

高尿酸血症・痛風予防／
要予約／健康増進課蕁73-0126

（日・祝のみ）9:00～12:00

13:00～16:00

13:00～16:00

9:30～11:30

13:30～16:30

9:00～12:00

13:00～16:00

10:00～15:00

9:00～12:00

9:30～12:30

13:00～14:30

13:00～14:30

10:00～11:00

10:00～11:00

10:00～11:00

10:00～11:00

琴南総合センター

満濃農改センター

仲南支所

まんのう町商工会館

琴南農改センター

仲南支所

役場本庁

琴南農改センター

琴平ゆうあいの家

仲南支所

仲南支所

役場本庁

かりん健康センター

仲南公民館

かりん健康センター

かりん健康センター

勤労青少年ホーム

勤労青少年ホーム

満濃農改センター

満濃農改センター

かりん健康センター

144（115）

37（ 50）

0（ 2）

7（ 1）

269（274）

45（40）

5（15）

0（ 1）

4（ 0）

74（93）

（件）

（件）

（件）

（件）

（件）

●訂正とお詫び／広報まんのう4月号14ページ、ふるさと探訪の2段
目右から7行目に「流域の右岸」とあるのは誤りです。正しくは
「の右岸」を削除したものです。また、末尾左から8行目「押し
て」は正しくは「推して」です。訂正してお詫び致します。
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　配布についてのお問い合わせは、まんのう町企画政策課　蕁（73）0106まで。
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5月号の主な内容

●
発
行
／
〒
766-0022

　
　
　
　
香
川
県
仲
多
度
郡
ま
ん
の
う
町
吉
野
下
430番

地
　
　
　
　
ま
ん
の
う
町
企
画
政
策
課
　
☎
0877（

73）0106
●
平
成
24年

5月
1日
発
行

「
朝
ご
は
ん

　
野
菜
も
食
べ
て

　
　
　
元
気
い
っ
ぱ
い
」

「
赤
黄
緑

　
カ
ラ
フ
ル
や
さ
い
で

　
　
　
　
か
ら
だ
元
気
」

琴
南
小
学
校
　
４
年
　
山
下
　
彩
夏

琴
南
小
学
校
　
2
年
　
薬
師
神
　
優

「バレーボール」

仲南小学校 5年

橋田 穂乃花

※所属名と学年は、応募時のもの

※所属名と学年は、執筆時のもの

「あさがおとともだち」
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闍井 凜

　
二
月
二
十
八
日
、卒
業
茶
会
を
開
い
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。お
茶
会
は
小
学
校
の
時
に
も
一

度
経
験
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、す
っ
か
り

作
法
を
忘
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
初
め
て「
お
運
び
さ
ん
」を
体
験
し
ま

し
た
。そ
し
て
そ
の
練
習
を
し
て
い
る
と
き
に
、

久
保
先
生
か
ら
お
茶
会
に
つ
い
て
の
い
ろ
い
ろ

な
お
話
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
お
茶
室
と
し
て
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
き
詰
め
た

多
目
的
室
に
は
、「
一
期
一
会
」と
い
う
掛
け
軸

が
掛
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。こ
れ
は
、お
茶
会
で

先
生
と
私
た
ち
が
出
会
っ
た
こ
と
を
大
切
に
思

う
、つ
ま
り「
人
と
人
と
の
出
会
い
の
大
切
さ
」

と
い
う
意
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。お
茶
会
で
は

掛
け
軸
を
決
め
て
か
ら
、お
茶
碗
や
お
花
を
決

め
て
い
き
、そ
れ
で
部
屋
の
雰
囲
気
が
決
ま
る

そ
う
で
す
。

　
練
習
が
始
ま
る
と
、お
茶
碗
の
持
ち
方
、礼
の

仕
方
、歩
い
て
い
く
方
向
な
ど
と
て
も
細
か
い

作
法
が
あ
り
、覚
え
る
の
が
大
変
で
し
た
。し
か

し
、そ
れ
ら
一
つ
ひ
と
つ
の
行
動
に
も
全
て
意

味
が
あ
り
、来
て
く
だ
さ
る
お
客
様
へ
の
お
も

て
な
し
の
心
な
の
だ
と
先
生
は
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
。

　
私
が
接
客
中
に
お
客
様
と
言
葉
を
交
わ
す
の

は
一
言
二
言
だ
け
で
し
た
が
、心
を
込
め
て
も

て
な
す
こ
と
こ
そ
が
お
茶
会
で
の
会
話
な
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。こ
う
い
う
こ
と
が

「
和
の
心
で
も
て
な
す
」と
い
う
こ
と
な
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
に
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
は
長
い

間
茶
道
に
携
わ
っ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、ま
だ

ま
だ
勉
強
す
る
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。茶
道

は
そ
れ
だ
け
の
長
い
年
月
を
か
け
て
大
成
さ
れ

た
も
の
で
、そ
れ
を
勉
強
す
る
に
は
時
間
を
か

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、と
て
も
奥
の
深
い
も

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
今
回
の
お
茶
会
の
お
か
げ
で
、心
を
落
ち
着

か
せ
る
こ
と
が
で
き
、こ
れ
か
ら
の
生
活
で
も

人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
よ
う
と
改
め
て
思

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。和
の
心
に
触
れ
る
機

会
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

琴南中学校 3年

森 千里

和
の
心
に
ふ
れ
る


